
【5STEP】 

マインドコントロールマニュアル 
 

マインドコントロールというと、特別なテクニックや高度

な心理操作のように見えるかもしれません。 

 

たしかに細かく見ていくと、言葉の選び方や距離感、

情報の出し方など、無数の技術が組み合わさっていま

す。 

 

ただ、全体の流れは驚くほどシンプルで、本質はテク

ニックの数ではなく、「どういう順番で心が動いていく

か」にあります。 

 

このマニュアルでは、その流れを大きく5つのステップ
に分けて整理しています。 



実際にマルチ商法ではこのテクニックがよく使われて

いるので、５つのステップの具体例として紹介していき

ます。 

 

■定義 
 
 
 

マインドコントロールとは、​
 自分で判断している感覚のまま、判断基準を他者に
委ねている状態です。 

 

強制ではなく「自分の意思」と感じているため、​
本人は支配されている自覚を持ちにくい。 

 

 

■全体構造 
 
 
 

この状態は、以下の５つのステップで形成されます。 

1.​心を開かせる​
 



2.​判断材料を制限する​
 

3.​感情を操作する​
 

4.​判断を委ねさせる​
 

5.​未来で固定する​
 

 

この5つが順番に積み重なることで、​
 自然な流れとして完成します。 

 

各ステップを説明していきながら、マルチ商法ではこ

のように使われているという事例を書いていきます。 

 

 

■STEP1：接近と信頼の構築（警戒の解除） 
 

●説明 
 
 

最初の目的は、警戒心を下げることです。 



 

人は「この人は安全だ」と感じると、​
 相手の言葉を疑いにくくなります。 

 

共感・賞賛・特別扱いによって、​
 「信頼できる人」という認識が作られます。 

 

 

●マルチ商法での具体例 
 
 

・久しぶりの友人から連絡が来て食事に誘われる 

​
・近況や悩みを丁寧に聞かれ、「それ分かる」と強く共

感される 

​
・「前から思ってたけどセンスあるよ」「普通の人と違う

よね」と評価される 

 

→ 信頼関係が先にできることで、その後の話が受け
入れやすくなる 



 

 

 

 

■STEP2：社会的遮断（判断基準の制限） 
 
 

●説明 
 
 

外部と比較できない状態を作ります。 

人は本来、他人の意見や複数の情報をもとに判断し

ます。 

​
 しかしそれが制限されると、与えられた情報が基準に
なります。 

 

 

●マルチ商法での具体例 

・「ちゃんと理解するまで人に話さない方がいい」と言

われる 



​
・「否定する人は挑戦してない人だから聞かなくてい

い」と言われる 

​
 ・セミナーやコミュニティに参加し、同じ価値観の人と
だけ接するようになる 

 

→ 外の意見よりも内側の情報が優先される状態にな
る 

 

 

 

■STEP3：無力感と恐怖の形成（感情の優先化） 
 
 

●説明 
 
 

不安や恐怖を利用し、思考より感情を優先させます。 

人は不安状態になると、冷静な判断よりも「早く解決し

たい」という思考になります。 

 



ここで「問題」と「解決」が同時に提示されます。 

 

 

●マルチ商法での具体例 
 
 

・「今の働き方だと将来かなり厳しい」と言われる 

・「このままだと時間もお金も自由にならない」と不安を

強められる 

 ・その上で「でもこのビジネスなら変えられる」と提示さ
れる 

 

 

→ 問題を提示した相手が、そのまま解決者になる 

 

 

 

■STEP4：権威の確立（思考の委任） 
 
 

●説明 



 

判断を任せる対象を固定します。 

 

人は信頼できると感じた相手に対して、​
 意思決定を委ねる傾向があります。 

 

ここでは「この人の言うことは正しい」という認識が作ら

れます。 

 

 

●マルチ商法での具体例 
 

・上位メンバーの成功（高収入・自由な生活）が強調さ

れる 

・「この人の言う通りにすればうまくいく」と繰り返される​
 ・疑問や不安は「やらない理由を探しているだけ」と処
理される 

 

→ 内容ではなく「誰が言っているか」で判断する状態
になる 

 



 

 

■STEP5：幻想の期待（固定と継続） 
 
 

●説明 
 
 

理想の未来を提示し、状態を固定します。 

 

人は希望を感じると、​
 現実の違和感や矛盾を受け入れやすくなります。 

 

さらに、一度信じたものを正しいと保とうとする心理が

働きます。 

 

●マルチ商法での具体例 
 

・「これを続ければ会社に縛られない生活が手に入る」

と言われる 



​
・「仲間と一緒に成功できる」「自由な人生が待ってい

る」と提示される 

​
・結果が出なくても「続けた人だけが成功する」と説明

される 

 

 

→ 未来の期待が現在の判断を上書きする 

 

 

 

■最終状態 
 
 

この流れを通過すると、次の状態になります。 

・判断基準が他者に依存する 

 

・情報の偏りに気づきにくくなる 

​
・疑う力が低下する 



​
・自分で決めている感覚だけが残る 

 

 

これがマインドコントロールの完成形です。 

 

 

 

■本質 
 
 

この構造の本質は、思考を奪うことではありません。 

 

思考のプロセスを短縮させることです。 

本来の流れ 

情報 → 比較 → 思考 → 判断 

 

変化後​
情報 → 信用 → 従属 

 



この省略が、支配を成立させています。 

 

 

■補足 
 

この構造は、マルチ商法に限らず、さまざまな分野で

見られます。 

違いは一つです。 

 

相手に思考の余地が残されているかどうか 

 

同じ流れでも、思考が残っていれば教育になり、​
排除されていれば支配になります。 

 

■最後に 
 

マルチ商法や振り込め詐欺の被害が減らないのは、

構造そのものが人の心に深く作用しているからです。 

 



気づかないうちにマインドコントロールの技術は至る

所に埋め込まれているんですね。 

 

毎年の被害額は大きく、 これだけ注意喚起されている
のに止まりきらない。 

 

ここには一つの前提があります。 

 

人は「正しいかどうか」よりも、   

「どう感じたか」で動くということです。 

 

不安や焦り、期待や承認欲求。   

そこに触れられたとき、  理解していたはずの知識は
簡単に揺らぐ。 

 

いわゆるマインドコントロールと呼ばれるものは、  特
別な力ではなく、人がもともと持っている反応の延長に

あります。 

 

だからこそ、減らない。 



 

そしてここが少し複雑なところですが、 

 

アフィリエイトやコンテンツビジネスをはじめとする多く

のビジネスでも、   

この「人の心の動き」を理解しているかどうか、   

さらにそれを扱えるかどうかで、大きな差が生まれま

す。 

 

ただし、それは人を操るためのものなのか、   

それとも価値を正しく届けるためのものなのか。 

 

同じ技術でも、使い方によってまったく別のものになる

という事です。 

自分は「人の心」をどこに導こうとしているのか。 

この視点を持つだけで、  同じビジネスでも見え方が変
わってくる気がします。 

 



そのうえで、このマインドコントロールのテクニックを理

解し、扱えるようになることは、結果に直結していきま

す。 

 

どう使うかを自分で選びながら、 この力を身につけ
て、結果を出していきましょう。 

 
最後まで読んで頂きありがとうございました。 
 

ひまわりの陽太 
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